



平成 22 年国民健康・栄養調査 1) の結果によ
ると，20 ～ 29 歳男性の朝食欠食状況は 29.7％，
同年代女性では 28.6％とそれぞれの性別の 15
















































improved by taking cooking related  lectures.  (2) Frequency of breakfast and  lunch skipping  increased.  (3)  It 
will be necessary to educate to increase cooking frequency at home.
Key words: dietary education , dietary habits , cooking technique














象者の性別は，男性 23 人（29.5％）女性 55 人
（70.5％）であった．
２．調査方法




全 15 回（5 月 9 日～ 9 月 26 日），調理技術講
習会（外部講師による包丁に使用についての
基本講習）を全 2回（6 月 24 日～ 7 月 15 日），
調理学実習Ⅰを全 15 回（10 月 4 日～ 2月 2日）
履修した後，再び自記式質問紙を用いて，平成
24 年 1 月 31 日と 2 月 2 日に調査を実施した．


























































































ぼ毎日する」（10 人），「週 5 ～ 6 日」（2 人），








で 0人（0.0％），非調理群で 13 人（30.2％）と
有意（P<0.01）な差がみられた（図 1）．また，
朝食の調理頻度について，「ほぼ毎日する」と
回答した 10 人のうち 9人が朝食の欠食を「ほ









































「出汁をとる」は 6人（7.7％）が 36 人（46.2％）
に（P<0.001），「野菜を煮る」は 18 人（23.1％）
が 42 人（53.8％）に（P<0.01），「天ぷらを揚げる」
は 12 人（15.4％）が 32 人（41.0％）に（P<0.001），
「カツを揚げる」は 9人（11.5％）が 30 人（38.5％）
に（P<0.001），「から揚げを揚げる」は 14 人
（17.9％）が 26 人（33.3％）に（P<0.001），「茶
碗蒸しを蒸す」は 5人（6.4％）が 17 人（21.8％）
に（P<0.001），「みそ汁を作る」は 29 人（37.2％）
が 49 人（62.8％）に（P<0.05），「肉じゃがを作る」




肉の生姜焼きを作る」は 14 人（17.9％）が 33
人（42.3％）に（P<0.001），「ポテトサラダを作る」
は18人（23.1％）が33人（42.3％）に（P<0.05），「お








「魚をさばく」は 3人（3.8％）が 20 人（25.6％）
に（P<0.001），「半月切り」は 38 人（48.7％）
が 57 人（73.1％）に（P<0.01），「いちょう切り」
は 35 人（44.9％）が 57 人（73.1％）に（P<0.01），
「くし形切り」は 19 人（24.4％）が 56 人（71.8％）
に（P<0.001），「さいの目切り」は 17 人（21.8％）
が 54 人（69.2％）に（P<0.001），「みじん切り」
は 33 人（42.3％）が 56 人（71.8％）に（P<0.001），
「たんざく切り」は23人（29.5％）が54人（69.2％）
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は 20 人（25.6％）が 58 人（74.4％）に（P<0.001），













は入学前 4 人（5.1％）に対し，履修後では 19
人（24.4％）と有意に増加した（P<0.001）．「ま
な板」を「毎日使用する」と回答した学生は
入学前 4人（5.1％）に対し，履修後では 19 人
（24.4％）と有意に増加した（P<0.001）． 「さ
いばし」を「毎日使用する」と回答した学生は
入学前 3人（3.8％）に対し，履修後では 18 人
（23.1％）と有意に増加した（P<0.01）．「フラ
イパン」を「毎日使用する」と回答した学生は






から 6 人（7.7％）に，「週 5 ～ 6 日使用する」
と回答した学生が4人（5.1％）から11人（14.1％）
に，「週 3～ 4 日使用する」と回答した学生が
11 人（14.1％）から 16 人（20.5％）にそれぞれ
増加した（P<0.05）．「フライ返し」については「週
5～6日使用する」と回答した学生が4人（5.1％）










入学前 13 人（16.7％）に対し履修後では 4 人

















ていた学生が 78 人中 72 人（92.3％）であった
のに対し，入学後は 27 人（34.6％）に減少し
たことが分かった．それに伴い，一人暮しをし













































































































































学入学直後（平成 23 年 5 月 9 日）と調理学お
よび調理学実習Ⅰを履修した後（平成 24 年 1
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児童の食生活に関する実態と保護者の意識との
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大学生における調理学教育についての研究
